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石
走
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の

萌
え
出
づ
ろ
春
に
な
り
に
け
る
か
も

（
志
貴
皇
子
）

館
し
を
る
細
恕
纐
艫
瀦
群
搬
桝

術
揮
躍
た
決
定
を
取
り
消
す
判
決
を
言
い
渡
し
ま

》
発
飛
し
た
。
判
決
は
「
最
低
限
度
の
生
活
の
具

天
を
Ｑ
体
化
に
か
か
る
判
断
基
準
や
手
続
き
に
過

卿
領
し
誤
、
欠
陥
が
あ
る
』
と
厚
労
相
の
裁
量
権

大
本
や
澱
諺
詮
噸
護
法
に
違
反
す

／
の
ふ
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組

腕
部
間
織
委
員
会
の
森
喜
朗
会
長
睦
自
身
の
女

艮
本
仲
性
蔑
視
発
言
で
国
内
外
か
ら
厳
し
い
批
判

チ
府
・
を
招
き
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

舗
苧
縄
灘
瀬
濁

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
秋
ま
で
に
は
衆
院

選
挙
が
あ
り
、
来
年
夏
に
は
参
院
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
２
つ
の
選
挙
で
野
党
統
一

私
た
ち
の
運
動
の
基
本

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る

二
、
国
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
る
こ
と

三
、
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝
罪
と
賠
償
を
お
こ
な
う
こ
と

候
補
が
勝
利
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
要
求
、

治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
は

大
き
く
前
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
反
す
る

罪
に
対
す
る
時
効
不
適
用
条
約
」
。
自
由
権

規
約
で
保
障
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
さ
れ
た

人
が
、
国
内
で
裁
判
な
ど
の
手
を
尽
く
し

て
も
権
利
が
回
復
さ
れ
な
い
場
合
、
個
人

で
も
国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
に
直
接
救

済
の
申
し
入
れ
が
出
来
る
手
続
き
「
個
人

通
報
制
度
」
。
こ
の
批
准
の
展
望
が
大
き
く

開
け
ま
す
。
大
阪
府
本
部
の
本
領
発
揮
の

と
き
で
す
。

２
つ
の
大
き
な
選
挙
を
控
え
た
今
年
の

重
要
な
国
会
請
願
ま
で
あ
と
２
ヶ
月
余
り
、

友
人
、
知
人
に
呼
び
か
け
署
名
を
大
き
く

広
げ
ま
し
ょ
う
。

来
年
３
月
喝
日
は
、
国
賠
同
盟
大
阪
府

本
部
が
結
成
さ
れ
て
扣
周
年
に
当
た
り
ま

す
。
仲
間
ふ
や
し
の
大
き
な
波
を
つ
く
り

上
げ
、
如
周
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。
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〆 、
今
年
の
大
阪
多
喜
二
祭
は
、
厳
し

い
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
３
密
を
避
け
、

人
数
制
限
を
行
う
中
で
、
１
８
０
名

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
洋
一
郎
・
治
安
維
持
法
国
賠

同
盟
大
阪
府
本
部
会
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
。

文
化
行
事
と
し
て
、
大
阪
の
私
立

高
校
三
年
生
が
製
作
し
た
、
現
代

版
「
蟹
工
船
」
の
動
画
を
上
映
。
今

も
続
く
労
働
現
場
の
過
酷
な
実
態
を

厳
し
く
告
発
し
ま
し
た
。

上
演
後
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
多
喜

二
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
高
校
生
の
真

たです。現代の情勢にぴったりの話を聞いて

あらためて多喜二の文学読んでみたくなりま

した。

口多喜二の生き方、作品からいまに生かされ
るすばらしい視点をやさしく力強く、みごと
にさすが！

□最高に良かった。上品で含蓄のある話し方
に感動した

口今までのどの多喜二祭も、いづれもすばら
しいものでしたが、今回は「ジェンダーの視

点から」という、まさに現在にふさわしいも
のだっとしみじみ感じ入る、心ゆさぶられる
ものでした。レジメも資料も大変わかりやす
く、多喜二の人間性を理解する、大きな助け

大阪多薑二票感想
2021年

第 I 部

■現代の労働問題を多喜二の時代の労働と重ね

合わせて描き、とても素晴らしかった。このよ

うな高校生が社会に出る時、少しでも良い社会
になっているように私達が頑張らればと感じま
した。

■高校生が学びの中からゆたかな感性で社会や
人生をみつめ始めたことに感動しました。
■高校生最高でした。老いも希望を感じました

■素朴で率直な若者の感性が、むしろまぶしく
思えました

■高校生の成長に感動しました。指導された先

士
豆
ロ犬鵡客 一堂塁
一志

日本民主主義文学会松本喜久夫

、 ノ

蟄
な
発
言
に
会
場
か
ら
感
動
と
共

感
の
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

記
念
講
演
に
立
っ
た
作
家
の
柴
垣

文
子
さ
ん
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
多
喜
二
」
と
題
し
て
、
恋
人
田
口

タ
キ
へ
の
想
い
に
あ
ふ
れ
た
一
連
の

作
品
や
、
「
党
生
活
者
」
に
ふ
れ
つ
つ
、

コ
ロ
ナ
危
機
の
下
で
矛
盾
と
不
公
平

が
女
性
に
強
く
の
し
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
多
喜
二
の
生
き
方
は
、

今
、
新
し
い
憲
法
の
精
神
に
生
き
て

い
る
と
語
り
ま
し
た
。

書
籍
売
り
場
で
は
、
柴
垣
さ
ん
の

サ
イ
ン
本
「
森
の
記
憶
」
が
完
売
。

をいただけました。生に敬意を表します

り
人
と
動
ご

あ
を
こ
行
う

も
代
ぶ
、
と

つ
現
な
う
が

い
い
ま
よ
り

。
な
ら
げ
あ

い
ら
か
あ
き

し
わ
二
を
だ

示
脱
帥
鐺
鯖
吠

展
浦
献
硴
肱
俶

展
の
方
み
さ

品
こ
る
、
見

作
喜
き
今
料

の
多
生
。
資

二
．
く
た
。
な

喜
う
し
き
う
重

多
と
ら
で
よ
貴

◆
が
間
が
し
◆

鼬・意~ーー~弓~
＝?＝~~壼胃一
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⑲
た
方
に
も
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

第
二
部
の
柴
垣
さ
ん
の
記
念
講
演
を

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し

例
年
行
っ

て
い
る
展

示
コ
ー

ナ
ー
も
盛

況
で
し
た
。

当
実
行

委
員
会
で

は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
来

れ
な
か
つ

②

②
ｅ
③
②
⑲
●
⑳

の
●
●
の
●
ｅ
⑳
●
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●
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①
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●
●
●
●
●
●
●
●
⑧
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

20Z1年

大阪多三二祭DVD

： ※申込みはFAXで

： 【住所.氏名.電話番号】を明記の上、
： 06‐6772‐7555までお寄せ
： ください。
， 締め切り 4月末まで

航如、〆
●

②●

●

⑧
③
②
ｅ
⑧
⑲
●
⑳
●
●
●
●
●
ｅ
●
の
●
④
●
●
ｅ
①
④

た
。

＊
第
一
部
は
収
録
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
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侵
略
戦
争
に
反
対
し

治
安
維
持
法
で
検
挙

○
戦
後
も
続
く
特
高
警
察
の
影

父
の
体
調
は
１
９
４
７
年
１
月
ま

で
悪
く
、
後
に
耳
原
病
院
の
院
長
に

な
ら
れ
る
江
田
仁
郎
（
大
阪
交
通
局

病
院
）
、
西
淀
病
院
院
長
・
林
喜
彦
、

上
二
病
院
院
長
。
桑
原
英
武
ら
医
師

の
世
話
に
な
り
、
革
命
運
動
へ
の
復

帰
を
め
ざ
し
ま
す
。
父
を
診
察
し
て

く
だ
さ
っ
た
３
人
の
医
師
た
ち
も
戦

前
、
青
年
時
代
に
侵
略
戦
争
に
反
対

し
治
安
維
持
法
で
検
挙
・
投
獄
さ
れ

た
方
々
で
す
。

こ
の
年
３
月
１
４
日
に
私
が
誕
生

し
ま
す
。
寺
田
町
の
自
宅
、
奈
良
三

月
堂
「
不
空
絹
索
菩
薩
」
の
写
真
が

飾
っ
て
あ
っ
た
陽
光
射
し
こ
む
４
畳

半
、
書
斎
兼
寝
室
で
「
赤
ん
坊
の
光

り
輝
い
て
い
る
姿
」
を
見
な
が
ら
少

し
元
気
に
な
っ
た
：
．
と
。

し
か
し
、
病
状
は
７
月
か
ら
悪
化

し
８
月
の
地
方
党
会
議
以
降
ふ
た
た

び
自
宅
療
養
に
入
り
ま
す
。
自
宅
療

養
し
て
い
た
時
期
の
選
挙
活
動
の
話

ジ
※
ン
夕
剖

今
年
の
箱
根
駅
伝
大
会
で
駒
沢
大
学

が
逆
転
優
勝
を
し
ま
し
た
。
ア
ン
カ
ー

の
選
手
に
監
督
が
、
伴
走
車
の
中
か
ら

「
男
だ
ろ
」
と
連
呼
し
奮
起
を
促
し
ま

し
た
。選

手
が
女
だ
っ
た
ら
「
女
だ
ろ
」
と

言
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
男
は
強
い
者
と

い
う
根
強
い
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は

と
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
「
社
会
的
、
文

化
的
に
形
成
さ
れ
る
性
別
。
作
ら
れ
た

男
ら
し
一
さ
・
女
ら
し
さ
」
（
広
辞
苑
）

と
あ
り
ま
す
。

戦
前
女
性
は
、
財
産
相
続
権
も
政
策

決
定
権
も
な
く
、
夫
に
従
属
し
、
精
神

上
の
障
害
が
あ
っ
て
財
産
を
治
め
る
能

力
が
な
い
、
禁
治
産
者
な
み
の
扱
い
で

し
た
。
（
１
９
９
９
年
の
民
法
改
正
で

こ
の
名
称
は
廃
止
さ
れ
、
成
年
被
後
見

人
に
改
め
ら
れ
て
い
る
）
１
９
４
６
年
、

明
治
憲
法
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
国
憲
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
三
原
則
は
、
国
民
主
権
・
基
本

的
人
権
・
平
和
主
義
で
す
。
憲
法
９
条

ジ
エ
ン
ダ
ー中

平
等
に
つ
い
ご
①

央
本
部
副
会
長
大
石
喜
美
惠

父
の
活
動
（
戦
前
の
治
安
維
持
法
違
尭

投
鉄
さ
れ
た
父
（
姐
）
版
駅
鶉
弾
）
に
つ
い
て
知
っ
て
ぃ
老哩エ

著
／
眞
殿
天
菫

○
「
ア
カ
」
へ
の
監
視
の
目
・

で
す
が
、
時
期
的
に
は
４
月
衆
議
院
他
に
も
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
銅

選
挙
だ
と
推
測
し
ま
す
。
産
後
間
も
母
は
言
い
ま
す
。

な
い
母
が
、
父
と
一
緒
に
日
本
共
産
戦
争
中
「
国
家
総
動
員
法
」
に
も

党
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
を
電
柱
貼
り
と
づ
く
町
会
隣
組
が
組
織
さ
れ
住
民
一

し
て
い
た
時
の
出
来
事
で
す
。

相
互
が
監
視
す
る
『
も
の
言
え
ぬ
』
一

水
で
溶
か
し
た
糊
の
入
っ
た
バ
ケ
時
代
に
、
祖
父
（
母
の
父
）
善
吉
は
一

シ
を
、
父
が
持
て
な
い
の
で
母
が
持
呉
服
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
敗
戦
》

ち
、
父
が
ハ
ケ
で
電
柱
に
ポ
ス
タ
ー
直
後
の
１
９
４
５
年
１
０
月
２
５
日
”

を
貼
っ
て
い
る
と
、
背
後
か
ら
巡
査
６
４
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
、
妻
（
祖
山

が
来
て
「
そ
こ
に
貼
る
の
は
違
反
で
母
）
が
早
く
死
に
４
姉
妹
を
男
手
ひ
毎

す
、
す
ぐ
に
剥
が
し
な
さ
い
。
お
た
と
っ
で
育
て
上
げ
た
実
直
な
人
柄

く
の
名
前
、
住
所
は
：
」
と
職
務
質
は
、
隣
近
所
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

問
を
し
て
き
ま
し
た
。
父
が
氏
名
を
若
い
頃
に
巡
査
を
し
て
い
た
過
去
の

言
う
と
「
あ
あ
、
天
王
寺
町
北
２
丁
職
歴
も
関
係
し
、
町
会
役
員
を
し
て

目
の
眞
殿
久
治
さ
ん
で
す
か
」
「
お
い
た
よ
う
で
す
。

幾
つ
で
す
か
」
「
４
０
歳
で
す
」
「
そ
母
が
父
と
結
婚
し
た
の
は
祖
父
の

の
年
に
な
ら
れ
て
も
、
ま
だ
運
動
さ
死
後
で
す
が
、
寺
田
町
の
母
宅
に
父

れ
て
い
ま
す
の
か
」
と
呆
れ
た
よ
う
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
近
所

に
言
っ
た
そ
う
で
す
。

の
町
会
役
員
が
母
に
漏
ら
し
た
言
葉

ポ
ス
タ
ー
を
剥
が
し
て
一
件
落
着
に
「
お
父
様
は
夕
凪
署
の
巡
査
で
立

に
な
り
ま
し
た
が
、
傍
で
聞
い
て
い
派
な
方
だ
っ
た
の
に
、
ご
主
人
は
京

た
母
は
、
大
変
驚
い
た
そ
う
で
す
。
都
大
学
を
出
て
は
る
共
産
党
の
人
と

母
の
驚
き
は
、
交
番
の
巡
査
ま
で
が
、
は
：
（
暗
に
〃
ア
カ
“
と
結
婚
を
し

た

き
る
野
市
）
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
民

の
間
か
ら
も
憲
法
案
が

次
々
と
発
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
を
受
け

入
れ
る
土
壌
が
国
民
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
わ

け
て
も
治
安
維
持
法
下

で
女
性
の
先
覚
者
は
、

平
和
と
男
女
平
等
を
求

め
、
拷
問
に
も
屈
せ
ず

闘
い
抜
い
た
歴
史
が
今

日
の
日
本
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。（

つ
づ
く
）

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
別
条
で
は
両
性

の
平
等
、
１
４
条
で
法
の
下
で
の
平
等
、

狸
条
で
、
女
性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
占
領
軍
に
押
し
つ

け
ら
れ
た
と
思
う
人
も
い
ま
す
が
、

１
８
８
１
（
明
治
１
４
）
年
国
会
開
設
運

動
が
高
ま
る
な
か
、
国
民
の
権
利
に
重

点
を
置
い
た
五
日
市
憲
法
（
現
東
京
あ

2021年2月6日、同盟中央本部から国会へ提出しました。

森喜朗東京五輪・パラリンピック組織委員会会長の辞任を求めます
2021年2月6日

治安維持法犠牲者国家賠憧要求同盟
副会長。女性部長大石害美恵

森喜朗会長は、2月3日の「組織委員会」の会議で「女性がたくさん入っている理事会は、時
間がかかりすぎる。女性は競争意識が強い．女性の発言時間を規制しておかないとなかなか終ら
ない」等々、女性蔑視の発言が繰り返された。これらの発言に対し、ネット署名が行われ短時間
に'0万人を超す署名が集まり、組織委員会のボランティアの辞退も起きている。
五輪憲章はあらゆる差別を禁じており、中でも男女平等は大きな柱の一つになっている。 「五輪
アジエンダ2020」は参加者の男女比率を|司等にする目標をかかげている。五輪の理念を真っ向
から否定する発言は、世界中に広がり大きな批判を浴び、 「JOC」の責任者の資格がないことが明らかになった。

治安維持法下のあの弾圧が厳しかった時代に、女性の先覚者たちは、命を賭けて、戦争に反
対し、男女平等をかかげて闘ってきた歴史がある。
女性蔑視の発言の森喜朗東京五輪。バﾗﾘﾝビｯｸ組織委員会会長の辞任を強く求めます。一一一一一一一一一‐一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

こ
と
を
非
難
ご
と
い
う
意
味
深

な
言
葉
を
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
母

は
「
確
証
は
無
い
が
、
ど
こ
か
で
私

た
ち
を
監
視
し
、
私
的
情
報
を
流
し
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
注
意
を
払
い
何

処
か
へ
報
告
す
る
人
が
い
た
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
、
１
９
４
８
年
３
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
「
読
書
力
、
記
憶
力
、

整
理
力
が
極
度
に
減
退
し
、
報
告
文

書
な
ど
読
め
ど
も
記
憶
に
と
ど
ま
ら

ず
、
凡
て
素
通
り
。
樗
然
。
生
来
初

め
て
の
経
験
」
「
便
所
で
倒
れ
、
右

半
身
付
随
状
態
」
に
な
り
ま
す
。
叔

母
富
の
妹
〕
秀
孑
は
「
お
茶
を
飲

ん
で
い
る
、
義
兄
さ
ん
の
口
も
と

が
半
開
き
に
な
り
お
茶
が
流
れ
て
い

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
脳
梗
塞

の
疑
い
で
自
宅
安
静
し
ま
す
。

（
敬
称
略
つ
づ
く
）

グ

一

、 、

や

0

A

一
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福
島
の
余
寒
の
長
し
人
も
地
も

囲
馴
識
安
村
和
義

兜
太
忌
や
多
喜
二
を
背
負
い
ぐ
っ
と
立
つ

重
す
零
昌
る
傘
も
う
い
ら
ぬ
ビ
ギ
ニ
デ
ー

啓
蟄
や
ワ
ク
チ
ン
誌
そ
ろ
そ
ろ
と

海
底
へ
戦
争
遺
骨
う
り
ず
ん
南
風

。
《
”
ｑ
“
■
、

つ

安
倍
と
菅
絡
み
て
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
よ
り

が
く
じ
ゆ
つ
い

学
術
会
議
・
コ
ロ
ナ
策
に
貫
け
る
大
罪

ペ
ン
デ
ミ

地
球
的
． 雲

妻
閾Ｌ

ｔ
鈴

現
在
と
未
来
に
思
い
め
ぐ
ら
す

ノ
ク
こ
も
ひ
と

ロ
ナ
に
龍
れ
ど
は
る
か
人
類
の
過
去
、

高
島
嘉
己

、
Ｉ

こ
れ
か
ら
も
不
平
言
う
な
と
表
彰
状

配
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
こ
こ
で
も
総
理
詫
び
て
い
る

・
紙
切
れ
１
枚
が
無
言
の
圧
力
と
な
る
「
表
彰

状
」
．
同
じ
よ
う
な
世
界
を
詠
ん
だ
一
句
に

蔵
き
手
を
殺
し
勲
章
で
だ
ま
す
な
り

〈
私
の
時
事
吟
〉

岩
佐

〈
鶴
彬
・
こ
の
一
句
〉
（
泥
）

■授槁①あ願い■

「不屈」はみなさんの機

関紙です。
身近な出来事･国賠同盟

に対する意見
やメッセージ

など、お寄せ
ください。

■
●

ｑ

ｏ
ｌ
９
２
５
（
大
正
皿
）
年
、
男
子
普
皿

●

ダ
ン
士
ロ
皿
通
選
挙
法
と
抱
き
合
わ
せ
で
治
安
維
皿

ｏ
持
法
を
制
定
。
詔
年
１
月
、
東
京
女
。

［
つ
ぶ
や

嶋

■
”
子
大
卒
業
目
前
に
、
札
幌
・
小
樽
地
卵

ｏ
区
か
ら
立
候
補
す
る
山
本
懸
蔵
に
学
・

●

●

ｏ
費
を
選
挙
カ
ン
パ
。
日
本
共
産
党
入
ｏ

”
党
直
後
に
３
．
焔
弾
圧
事
件
で
検
挙
叩

＠
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
型
歳
で
命
を
奪
・●

”
わ
れ
た
伊
藤
千
代
子
。
ｏ

”
今
、
全
国
的
に
国
賠
同
盟
が
中
心
唖

・
と
な
り
劇
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
・

恥
涯
」
の
製
作
・
上
映
運
動
を
展
開
。
、

”
名
優
嵐
圭
史
さ
ん
（
元
前
進
座
）
よ
り
”

・
出
演
と
製
作
協
力
の
申
し
入
れ
、
竹
・

叱
下
景
子
さ
ん
か
ら
出
演
快
諾
を
得
て
叩

●
い
る
。
●

●

●

、
ロ
ケ
地
は
、
諏
訪
・
松
本
市
周
辺
。

恥
を
予
定
。
桂
壮
三
郎
監
督
は
、
ｍ
月
叩

。
ｍ
日
撮
影
開
始
、
来
年
３
月
超
日
映
。

、

●

、
画
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
。

”
此
花
区
で
は
、
伊
藤
千
代
子
の
製
恥

、
作
・
上
映
運
動
と
国
賠
同
盟
運
動
を
。●

“
結
び
付
け
、
３
月
加
日
支
部
結
成
準
。

”
備
会
が
予
定
。
。●

・
す
べ
て
の
支
部
で
伊
藤
千
代
子
の
・

亜
製
作
・
上
映
運
動
を
積
極
的
に
取
り
亜

恥
組
み
、
支
部
活
動
を
強
化
し
よ
う
。
。●

ｅ

●

●

カ
ー
キ
ー
。
ソ
ル
ト
・

●

●

●

き

］

。●

１
９
２
５
（
大
正
皿
）
年
、
男
子
普
皿


